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A) 要介護者の現状                         出典 木更津市統計書№126 

 

 

B) 要介護１と２は、2,414人、要介護認定者の 34%       出典 木更津市統計書№126 
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C) 要介護度と認知症自立度のクロス集計   

ランク
見られる症状・行動の例

要支援
１

要支援
２

要介護
1

要介護
2

要介護
3

要介護
4

要介護
5

計

Ⅰ
364 407 347 276 182 169 71 1,816

Ⅱ ・たびたび道に迷う

・服薬管理ができない

Ⅲ ・着替え、食事、排便・排尿が上手に
できない、時間がかかる

・やたらに物を口に入れる

・物を拾い集める

・徘徊がある

・失禁する

・大声、奇声をあげる

・火の不始末がある

夜間を中心と
してⅢの状態
が見られる。

Ⅲb ・不潔行為をする 0 0 0 7 58 55 51 171

Ⅳ

・性的異常行為をするなど 0 0 0 0 6 40 121 167

・精神症状に起因する問題行動が継
続する

自立 640 526 194 183 100 76 27 1,746

不明 1 8 13 11 12 6 2 53

合計 1,040 992 1,226 1,091 944 853 587 6,733

出典：厚生労働省「認知症高齢者の日常生活自立度」 出典:木更津市高齢者保健福祉計画・第8期介護保険計画より 

4

日常生活に支障を来すような症状・行動
や意志疎通の困難さが頻繁に見られ、常
に介護を必要とする。

0 0 0 1

149 245 250 188

M
著しい精神症状や問題行動あるいは重篤
な身体疾患が見られ、専門医療を必要と
する。

・精神症状が現れる
（せん妄、妄想、興奮、自傷・他害等）

0 0 3

日常生活に支障を
来すような症状・行
動や意志疎通の困
難さがときどき見ら
れ、介護を必要とす
る。

日中を中心と
してⅢの状態
が見られる。

Ⅲa 0

家庭内でもⅡ
の状態が見ら
れる。

Ⅱb

0

122 49 937・今までできたことにミスが目立つ
（買い物、事務、金銭管理等）

2 9 286 281・ひとりで留守番できない
（電話対応、訪問者の対応など）

853

199 134 75 986

21

認知症高齢者の日常生活自立度は、以下の「Ⅰ・Ⅱa・Ⅱb・Ⅲa・Ⅲb・Ⅳ・M」の7つのラン
クに分けられます。

要介護度ごとの認知症自立度の分布    令和2年9月末現在     　

判定基準

何らかの認知症を有するが、日常生活は
家庭内及び社会的にほぼ自立している。

日常生活に支障を
来すような症状・行
動や意志疎通の困
難さが多少見られ
ても、誰かが注意し
ていれば自立でき
る。

家庭外でⅡの
状態が見られ
る。

Ⅱa 42 365 184 14233

 

計 2,773 人 うち要介護 1 と 2 の人は 1,916 人 
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D) 避難行動要支援者とは 

ひとりでの避難が難しく周りの支援を必要とする方で、次に該当する方です。 

高齢者 要介護者 障がい者 左記に準ずる方で 

避難行動の支援が必要と認められる方 

 

年齢が６５歳以上で一人暮らし 

世帯全員が６５歳以上 

要介護３から５ 身体障がい者手帳 1～２級  

療育手帳 Ⓐ１、Ⓐ2、Ⓐ、Ａ１、Ａ2 

精神障がい者保健福祉手帳 １級  

 


